ゼミ生記者別取材記事「パン工房プチハウス」
ワリヤス（割栢　靖謙）の記事
今回、プチハウス店主の奥さまが私たちの取材に協力してくれました。忙しい時間にもかかわらず、優しく私たちの質問に答えてくれました。

プチハウスという名前は、店主が「親しみやすく誰にでも気軽に来てもらえるように」と、名前を付けたとのことです。

この取材中にも常連さんなどお客さんがたくさん来ました。他にも学生など若い人もたくさん買いに来るそうです。

2008年に区画整備により今の場所に新しくオープンした、とてもオシャレなお店です。

店内はあまり広くはありませんが、焼きたてのパンがところせましと並べられ、おいしそうなパンの香りがしていました。

パンの種類は全部で80種類あるということで「焼きたて・作りたて・あげたて」の「３たて」にこだわっていることと、季節に合わせたものを作っているので、全種類がそろうことはなく、その時期にしか食べられないパンも中にはあります。

数あるパンの中で、おススメのパンは「パンドミ」と「ラウンドメープル」。ラウンドは何種類かあり、食感が“ふわふわ”。何でおススメなのかは食べてみるとわかりますので、ぜひ食べてみてください！！このおいしさは食べてみないとわかりません！！

最後に、「地域通貨たま」を使ってくれるお客さんもたくさんいるようで「地域通貨たま」は1000円以上買うと「100たま」、500円以上買うと「50たま」使えます。

「たま」をもらったら、いや「たま」がなくても、おいしいパンを食べられるのでぜひパン工房プチハウスまで足を運んでみてください。
